
（別紙３）

～ 2024年　12月　28日

（対象者数） 43 （回答者数） 36

～ 2025年　1月　18日

（対象者数） 5 （回答者数） 5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

引き続き、お子さまの状況を把握し、職員間での話し合い

を充実させていきます。

2

引き続き継続していきます

3

研修を実施し、実践することでのスキルを身につけていける

ように振り返りも実施していきます

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

保護者からの要望があれば、検討していく

2

地域での園への交流の機会があれば参加していきます

3

事業所を開放することについては、十分な広さや周知方法

が確立できておらず困難であります。地域の行事に職員が

参加し事業などを理解してもらえる機会を検討していく

お子さまや保護者様にわかりやすいプログラムの提供 プログラムが固定化しないよう、職員間での話合いを

蜜におこない、お子さまの状況や年齢に応じて

提供するように対応しております

○事業所名 IQLino西宮校

○保護者評価実施期間
2024年　12月　1日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
2025年1　月　10日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年　2月　1日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

生活空間は清潔で心地よく過ごせる環境 お子さまも職員もわかりやすい配置にすることで、

心地よい空間を意識し掃除や消毒

を毎日チェックしながら行っております。

多岐にわたる内容の研修の実施 虐待・感染症・支援の記録の仕方・パソコンスキル研修など

様々な内容の研修を実施しております

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

家族に対しての家族支援プログラムが実施されていない 開所からその機会がなく、通常利用にて満席になっている

地域での園や幼稚園での交流はない ご利用のお子さまの園連携はおこなっておりますが、その

他での交流の機会はありません

事業所の行事や地域住民を招待する等、地域に開かれた事業

運営

事業所のイベントはご利用者様向けとなっています

事業所における自己評価総括表公表


